平成30年度第２回大阪府都市計画審議会常務委員会部会《要旨》
○日　　時　平成30年7月23日（月）　9：30～12：00
○場　　所　大阪府庁別館7階都市計画室分室
○議　　事 (１)最終報告（素案）について
○出席委員　加我部会長、赤澤部会員、井原部会員

○事務局　都市整備部都市計画室公園課長　ほか
○議事
議事（１）
＜資料１事務局説明＞
はじめに
井原部会員

「グランドデザイン・大阪都市圏」について、策定年月を追記すべき。
１．府営公園の意義
加我部会長
存在・利用・媒体効果は並列のものではなく、存在・利用効果をまず最大限発現し、それによってさらに地域力を高める媒体効果が発現されるものであるため、修正すべき。
３．府営公園の現状　（1）大阪府公園基本構想に基づくこれまでの取組み
赤澤部会員

未整備の公園に係る記載について、市の緑地や府民の森と連携しながら、機能性を発揮するイメージを色濃く出してもいいのではないか。
井原部会員

以前「構想されている公園の現状としては、補完できる類似施設により代替できる」とされていた。「広がりのある緑の充実の可能性があるので、核となる公園をつくっていくべきだ」とするのか、「予算がないので、類似施設で補完性がある。」とするかで書き方が大きく変わってくる。
３．府営公園の現状　（3）府民ニーズの多様化
赤澤部会員
府営公園でのアンケート結果によると、公園本来の管理の充実が2/3弱と多くの人が望んでいるとわかるが、公園本来管理の充実を望む声と付加サービスを望む声が同等の記載となっているので、修正すべき。
３．府営公園の現状　（7）多様な生物の生息・生育空間
赤澤部会員
生物多様性について、データが少ないイメージ。関西広域連合の「関西の活かしたい自然エリア」としてHPに掲載されているので、参考にしてはどうか
5.府営公園の課題
赤澤部会員
今回の検討ポイントは、①特色を出すこと②それを推進する人員・組織体制の確保③リノベーションへの移行の３つ、このうちリノベ色を出すのであれば、（1）と（2）を入れかえてもいい。（1）が予算不足のイメージが強く、府民からみると弁解から入っていると見えてしまうので、どうか。（2）では、樹林地の中をきれいにして活用してもらうなど、コンバージョンに関する追記をしてもいい。（3）適切な維持管理の推進ではなく、（4）地域社会への貢献から入ったらよい。
井原部会員
現場を含めた実現可能な順番も鑑み、（4）から入るなど「はじめに」と同様の順番にしてもいい。
加我部会長
重要なものや求められるものとして、地域から入るということで、（4）→（3）→（5）→（2）→（1）→（6）の順番に修正をすべき
赤澤部会員

定住への寄与について、「おわりに」で記載してもいいのではないか。コンバージョンは施設の廃止も含むため、リノベーションとの違いがわかるようにすべき。

井原部会員
（3）では、P28とそろえるために「生息・生育地」に修正し、「環境保全とバランスをとりつつ」を追記すべき。
基本方針全体（模式図・各基本方針の関係性）
赤澤部会員
基本方針④と⑤は入れ替えるべき。また、基本方針⑦の仕組みに伴う、④・⑤・⑥の存在効果の発現により、②・③の利用・媒体効果が発現される。そのことにより、都市の顔である①となり、これらが、4つの目標像を達成する。これらを矢印で図化すべき。
井原部会員
現状・取り巻く環境の変化・課題については、対応関係があるものかと思われるため、番号を振るのではなく、箇条書きでいい。
加我部会長
P46のサイクルと相乗効果をP45に反映した方がいいのではないか。

井原部会員

P45の結果が完成形で、これがどういう効果につながっていくかを明確に記載しないと弱い。強引にグルーピングしたようにも見え、「公園の従来機能の充実」や「公園の使いこなし」というまとめたワードは不要。
基本方針⑤「誰もが安全・安心・快適に利用できる公園づくりを推進」
赤澤部会員
今の記述では自然環境の色が強く、樹林管理だけでなく利用面も含めるため、「林間利用を促し」を追記すべき。
基本方針⑦「都市・まちづくりを先導し続ける戦略的な整備・管理・運営の仕組みづくり」
加我部会長
ポリシーには運営だけでなく、整備・管理も含まれるので、追記すべき。

赤澤部会員
公園以外の研修や講習会についても受講するように思われるため、「公園の管理運営に係る」を追記すべき。
配置図イメージ
加我部会長
ベース図がリアル過ぎると誤解を与えるので、簡略な図を使うべき。P46と配置図は並べた方が理解されやすい。配置図は将来だけで、サイズをA3ではなく、小さくした方がいい。

赤澤部会員
このイメージ図で府民の森や海の公園などがつながるような表現ができたらいい。

タイトルも「基本方針の効果発現イメージ」に変更すべき。①公園の特性の色分け②地域への影響③他公園や府民の森とのつながりなど、もっと効果が発現するというのを表現するべき。

井原部会員
P46の好循環サイクルと配置図イメージの具体的な検討は次の段階に委ねるのもあり。
加我部会長
本日いただいた意見を踏まえ、修正いただき、次回部会にて最終報告案を検討する。これで第2回常務委員会部会を終了する。
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